
第５学年 国語科学習指導案 
日 時 平成２０年９月２５日（木） ５校時 
児 童 男子 ８名 女子２０名 計２８名 
指導者 小 山 田 誠 幸 

 
１ 単元名    目的に応じた伝え方を考えよう 

教材名    ニュース番組作りの現場から（説明的文章） 
工夫して発信しよう 

 
２ 単元について 
  第５学年および第６学年の「読むこと」領域の目標は、「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら

読むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育

てる。」ことである。本単元では、「必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫すること」（オ）

を主たる目標としている。 
  本教材は、ニュース番組の特集の作り方についてまとめた文章である。時間に沿って、報道スタッ

フの役割や情報収集、編集会議のあり方、伝えたい内容の絞り込み方等がわかりやすく整理されてい

る。その点で、ニュース番組の作り方に関する情報提供としてだけでなく、時系列に沿って大事な事

柄に注意して読み取る文章としても適している。また、ニュース番組についての興味・関心を背景に、

情報活用についての視野を広げることや、自らが発信者となるために「特集」の制作過程を読み取る

ことなど、目的をもって読み取る学習にも適切な教材であると考える。 
  児童はこれまで、１学期の「サクラソウとトラマルハナバチ」を教材とした単元で、説明的文章の

構成や文末表現などに着目し、段落ごとの内容を読み取ることによって要旨をとらえ、さらに筆者の

主張について自分の意見をもつ学習をしてきている。 
  説明的文章を読むにあたり、児童は段落ごとの要点やおおよその文章構成は把握できているが、筆

者の考えを意識し、書かれている内容をとらえることはまだ十分とはいえない。発言の様子について

は、気付いたことを発表することは多いが、友達の発言を受けてさらに自分の考えを膨らませたり、

筆者の考えに対する自分の意見を持ちながら読んだりするという点についても不十分である。 
  児童の国語科に対する意識を見ると、読書が好きであると答えた児童は多い。授業中話をよく聞き、

学習の仕方が分かり友達の意見を自分の考えと比べて深めようとする気持ちはあるが、自分の考えを

進んで伝えようとする児童の意識には差が大きい。国語の学習が楽しいという児童の割合も多いとは

いえない実態も見られるため、学習活動に対する意欲付けを図る手だてを取り入れながら授業を進め

る必要がある。 
指導にあたっては、単元のゴールを明確にし「情報の発信」という目的を意識させながら、学習を

進めていきたい。そこで、時間の流れが意識できるよう、文章構成を意識させ、教材文全体を見通し

て読み取る活動や、番組作りの過程に合わせ大事な点に気を付けて正確に読み取らせるようにしたい。

そして、制作者がどのような願いをもち、そのためにどんな努力や工夫をして番組作りを行っている

かを押さえた上で筆者の主張を実感させ、要旨をまとめるようにしていきたい。これらの手順をふま

え、視聴覚教材やワークシートの活用を図り、後の「工夫して発信する」の学習につなげていきたい。

また、学習方法として、話し合いで互いに考えを交流する中で、ものの見方や考え方をひろげていく

機会を意図的に用意していきたい。 



３ 単元の目標 
（１） 国語への関心・意欲・態度 

・ テレビニュースの「特集」がどのように作られているかに関心をもち、ニュース番組作りの過

程を追いながら、制作方法や発信者の願いなどを読み取ろうとする。 
（２） 読むこと 

・目的に応じて文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえることができる。 (読 イ） 
  ・情報を得るため、必要な事柄を時間の順序に従って段階ごとに読み取ることができる。（読 オ） 
（３） 書くこと 
  ・編集作業を通して、書く必要のある事柄を整理することができる。(書 イ) 
  ・集めた材料を、目的に合わせて整理し、加工して伝えることができる。（書 エ） 
（４）話すこと・聞くこと 
  ・自分の伝えたいことや意図が伝わるように、話の組み立てを工夫しながら、適切な言葉遣いで話

すことができる。(話・聞 ア) 
（５）言語についての知識・理解・技能 

・ 文や文章には、いろいろな構成があることについて理解することができる。（言 オ(ア)） 
・ 語句の構成（複合語）について、理解を深めることができる。(言 ウ（イ）） 

 
４ 単元の評価規準 

国語への関心・ 
意欲・態度 

読む能力 書く能力 話す・聞く能力 言語についての 
知識・理解・技能

・ニュースを探し

て伝えること

に関心をもち、

伝え方や内容

を工夫しよう

としている。 

・目的に応じて、段

落ごとに整理し

て、要旨をまとめ

ている。 
・時間の順序に従

い、段階ごとに大

事なところを読み

取っている。 

・目的や相手を意

識し必要ある

事柄を整理し

て書いている。

・集めた材料を、

目的に合わせて

整理し、効果的

に配列しながら

書いている。 

・自分の伝えたい

ことや知って考

えてほしいとい

う願いが伝わる

ように、組み立

てを工夫しなが

ら発信してい

る。 

・文の構成に着目

し、筆者の述べ方

の工夫をとらえ

ている。 
・複合語の構成と意

味について調べて

いる。 

 
５ 単元の指導計画（14 時間 読７時間 書５時間 話・聞２時間） 

段階 時数 主な学習内容 評価規準と評価方法 
 

第 

一 

次 
  

見 
通 
す 

１ ・学習のゴールは、自分たちで知らせ

たいことの情報を発信し、交流会を

もつことだと知らせる 
・全文を読み、初めて知ったことや興

味をもったことを書き、感想を話し

合う。 
・重要語句や文末表現に着目しなが

ら、おおよその文章構成をつかむ。

関 「ニュース番組作りの現場から」の内容につ

いて興味をもち、進んで感想を発表したり読

んだりしようとしている。 （発言・観察）

読 全文を読み、筆者が述べている内容を大まか

につかみ、感想を持っている。（ノート・発言）

読 「話題提示」→「番組作りの過程」→「まと

め」のおおよその文章構成をつかんでいる。

（発言・観察）

 
  

 
 
 

 

２ 
 

本 
時 

・「特集」ができるまでの過程に着目

し、文章全体の段落構成をつかむ。

 

関 特集が放送されるまでの過程に興味をもち、

読もうとしている。    （発言・観察） 
読 まとめの段落をもとに、「特集」ができるまで

の過程に着目し、②～⑪段落の段落分けをして

いる。（発言・ワークシート） 
 



３ 
 
 

・番組作りの話題選びや取材のときの

大事なことを読み取る。 
関 番組づくりの話題選びや取材の大事なことに

興味をもって読もうとしている。（発言・観察）

読 文章構成を把握した上で、②③④⑤⑥段落の

要点をとらえている。 （発言・ワークシート）

 
４ 
 
 
 
 

・番組作りの撮影や編集・原稿づく

り・放送の大事なことを読み取る。

関 番組づくりの撮影や編集・原稿づくり・放送

の大事なことに興味を持って読もうとしてい

る。            （発言・観察）

読 筆者のまとめと関連づけて⑦～⑪段落の要点

をとらえている。  （発言・ワークシート）

 
５ ・番組を担当するスタッフの努力や願

いを各過程の大事なところから読

み取る。 

関 いい報道をするための各過程から学ぶことは

何か考えながら読もうとしている。 
(発言・観察)

読 番組作りの各過程で大事なことから、番組作

りへのスタッフの努力や願いを読み取ってる。

（発言・ワークシート）

６ 
 
 

・デスクになったつもりで、インタビ

ューや撮影の仕方について、企画書

をまとめる。 
 
 

関 目的意識や相手意識を明らかにして企画書を

作り上げようとしている。 
読 読み取ってきたことをもとに、目的にかなっ

た企画書をまとめている。 （ワークシート）

 

 
第 
二 
次 
 

深 

め 

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ ・読み取りを生かした企画書を発表

し、取材目的が生かされているか話

し合う。 
 

関 自分の企画書と比べながら他の人たちの企画

書の内容を聞き比べようとしている。 
読 取材目的が生かされている企画書のインタビ

ューや撮影の仕方になっているか話し合ってい

る。      （発言・観察・ワークシート）

 
第 
三 
次 
ま 
と 
め 
る 

８ 
・ 
９ 

・情報発信の手順を確かめ、グループ

ごとに企画書をつくる。 
関 企画書を作るための企画会議で目的を意識し

た話し合いをしようとしている 
書 情報発信の願いをもち、目的に沿った企画書

を書いている。         （企画書）

 

10 
・ 
11 
・ 
12 

・計画に従い取材し、編集する。 関 目的に応じて、必要な材料を集めようとして

いる。 
書 取材したことを目的に合わせて整理・編集し

原稿を書いている。     （原稿・観察）

13 ・情報を発信し、発信側と受信側の感

想を交流する。 
関 情報の発信の仕方や内容について、工夫して

いる点のよさを中心に交流しようとしている。

話・聞 伝えたいことの意図が伝わるように、話

の組み立てを工夫しながら、適切な言葉遣

いで話し合っている。 （発表・聞き方）

第 
四 
次 
 

ひ 
ろ 
げ 
る 

14 ・交流会の自己評価をし、情報の発信

や受信の大切なところを話し合う。

関 情報と自分の関わりについて考えを深めよう

としている。 
話・聞 情報の発信と受信の大事なところにそっ

て評価している。 （評価カード、観察）



６ 本時の指導 
（１）目標 

筆者のまとめの段落の中心語句をもとに、「特集」ができるまでの過程に着目し、②～⑪段落の

段落分けができる。 
（２）展開 

段階 学習活動 ○主発問 教師の働きかけと予想される反応
個への支援と評価の観点（方法）

・留意点 
  
つ 
か 
む 
 
5 
分 

１ 前時を想起する。 
 
 
２ 本時の学習課題を

把握する。 
 
 

１ 「話題提示」→「番組作りの

過程」→「まとめ」のおおよそ

の文章構成を確認する。 
２ 学習課題を提示する。 

・紙板書を用いて想起させる。 
 
 
・番組作りの過程を詳しく読み取

る必要があることを知らせる。

・本時の課題は②～⑪段落の段落

分けであることを確認する。 

 
 
考 
 

え 
 

る 
 

18 
分 

３ 本時の学習場面を

音読する。 
 
○⑫段落は、文章構成で

いうとどんな役割を

持っていますか。 
 
 
 
 
 
 
４ 番組作りの過程（②

～⑪段落）を段落分け

する。 
 
○１つめの文はどの段

落のまとめですか。 
 
○他の３つの文はどの

段落とつながりがあり

ますか。段落番号とその

理由を書きましょう。 

（一人学び） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ ⑫段落を読み、４つの文で構

成されていることを確かめさせ

る。 
・筆者のまとめ 
 
 
 
 
 
・②～⑪段落を指名読み 
 
 
４ ⑫段落の４つの文と結びつき

の深い段落を読み取る。 
 
 
・②(話題選び) 
・理由⑫おどろき→出発点 
 ②おどろき→関心→話題決定

・ワークシートを配布する。 
・２つめ・・・③④⑤⑥（取材）

・理由⑫もとづいて取材→③④ 
伝えたいことが決まる→⑤⑥ 

・３つめ・・・⑦⑧(撮影) 
・理由⑫分かりやすく伝えるため

に材料集め(インタビュー・撮影）

・４つめ・・・⑨⑩⑪（編集、 
原稿、放送） 

・理由⑫知らせるねうちがある 
    知って考えてほしい 
    →⑨疑問への答え（編集）

     ⑩工夫（原稿） 
     ⑪最も伝えたかったこ

と（放送） 

 
 
 
評 筆者のまとめの段落だと理解

しているか。  （挙手・発言）

・⑫段落は、筆者のまとめで、４

つの文１つひとつに別の内容が

それぞれ書かれて構成されてい

ることを全員に理解させる。 
・読みの順番は決まっているので、

苦手な児童には事前に読み方を

指導しておく。 
・発問によって見つけ方の方法の

一つを知らせ、関わる語句の有

無だけで判断しないことに気づ

かせる。 
評 特集が放送されるまでの過程

に興味をもち、読もうとしてい

る。 
支 ③は何のための会議か、④は

何の仕事か、⑤⑥は何をして分

かったことを書いているかを考

えるように助言する。 
支 ⑦は何に向けた会議か、⑧は

何の仕事のことを書いているか

助言する。 
・全員が文章構成の理由を理解し

た上で要点把握に進ませる。 
・ニュース番組作りの順序に沿っ

て各過程ごとに役割や大事なこ

とをまとめられる表形式のワー

クシートを用意する。 
支 ワークシートの記入の仕方が

分からない子を巡回指導する。

ニュース番組作りの過程の段落分けをしよう。 



ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら 

 
 
 

清
水 

健
宇 

   

⑫
段
落 

筆
者
の
ま
と
め 

  
 

報
道
ス
タ
ッ
フ
が
感
じ
た
お
ど
ろ
き
や
疑
問
は
、
ニ
ュ
ー
ス
番

組
を
作
る
と
き
の
大
事
な
出
発
点
で
す
。 

②
（
話
題
選
び
） 

 
 

関
心
を
よ
ぶ
話
題 

特
集
と
し
て
伝
え
る
こ
と
に
し
た 

 
 

  
 

こ
う
し
た
お
ど
ろ
き
や
疑
問
に
も
と
づ
い
て
取
材
を
進
め
る
う

ち
に
、
答
え
が
少
し
ず
つ
見
つ
か
り
、
や
が
て
、
伝
え
た
い
こ
と

が
決
ま
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

会
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
い
合
わ
せ
・
資
料
集
め 

 

 
 
 

③
④
⑤
⑥
（
取
材
）
疑
問
を
中
心
に
取
材
し
よ
う
と
決
め
た 

  
 

報
道
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
さ
つ
え
い
な
ど
を
し
て
、
材
料
を
集
め
ま
す
。 

 
 
 

会
議 

 
 

温
泉
街
・
住
民 

 
 

富
士
山
が
う
つ
る
よ
う
に 

 
深

め

る 
 
17 
分 

５ 一人ひとり考えた

ことを班で話し合う。 
（学び合い） 

 
 
○話し合ったことをも

とに、段落分けを発表

しましょう。 
 

５ ６つの班ごとに自分たちの考

えとして意見をまとめる。 
・司会者の意見を原案として話し

合いを進めさせる。 
 
・発表を整理し、板書していく。

・段落の分け方の理由に着目させ

意見の違いを整理させる。 
・司会者には、話し合いの進め方

を事前に確認させておく。 
 
・⑫段落の４つの文は、番組作り

のどの過程のことか明らかにす

る。 

ま 
と 
め 
る  
５ 
分 

 

６ 本時の学習をまと

める。 
 
 
 
７ 次時の学習につい

て確認する。 

６ 本時の学習を振り返らせ、学

びを確かめる。 
・学習範囲を音読する。 
・感想を発表する。 
 
７ 次時の学習内容を伝える。 
・次時は各過程の大事なことを読

み取っていくことを確かめる。

・音読の仕方や感想の内容の良さ

を指摘していく。 
 
 
 
・次時の学習は本時の学習を生か

して段落を区切って学習してい

くことを確認する。 

   
７ 板書計画 
 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
過
程
の
段
落
分
け
を
し
よ
う
。 

具体の評価規準 
 Ａ：より適切な理由付けで、段落分けをしている。 
Ｂ：理由付けをして、段落分けをしている。 
Ｃへの支援：段落が番組作りどの過程と結びついているか考えさせる。 



教
材
分
析
図 

 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら 

 
 
 
 

 
要
旨 

 

毎
日
の
出
来
事
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
っ
て
大
勢
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
を
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
で
は
、
い
ち
早
く
そ
の
出
来
事
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
多
く
の
人
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
話
題
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

話
題
を
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
で
は
、
報
道
ス
タ
ッ
フ
が
お
ど
ろ
き
や
疑
問
に
も

と
づ
い
て
取
材
を
進
め
、
伝
え
た
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
材
料
を
集
め
、
そ

の
中
か
ら
見
て
い
る
人
に
知
ら
せ
る
ね
う
ち
が
あ
る
と
思
う
こ
と
を
選
び
、
ま
た
知
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

Ⅲ筆者のまとめ Ⅱ特集として取り上げられる過程 Ⅰ話題提示 

結論 
放送 原稿 編集 撮影 企画会議２ 取材で分かったこと 取材 企画会議１ 話題選び

話題の提示 

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

構
成 

  

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
結
び
の
言
葉
は
、
デ
ス
ク
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
取
材
を
重
ね

て
き
て
最
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
だ
。 

放
送
用
原
稿
の
工
夫
と
し
て 

①
耳
で
聞
い
て
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
言
葉
を
選

び
、
初
め
に
結
論
、
理
由
を
後
か
ら
。 

②
一
文
は
短
く
、
主
語
と
述
語
の
間
を
な

る
べ
く
空
け
な
い
。 

③
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
地
図
や
表
な
ど
も
用
意
す
る
。 

 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
訓
練
が
な
ぜ
実
現
し
た
か
、
訓
練
に
参
加
し
た
住
民
は
ど
う

思
っ
た
か
、
そ
の
答
え
が
分
か
る
よ
う
に
編
集
し
よ
う
と
考
え
、
デ
ス
ク
と
相
談

し
て
編
集
を
始
め
る
。 

 

テ
レ
ビ
で
は
映
像
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
、
さ
つ
え
い
は
、
目
で
見
て

分
か
る
よ
う
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
訓
練
に
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
参
加
し
て
住
民

の
声
を
聞
い
た
。 

 

取
材
結
果
を
も
と
に
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
本
番
の
放
送
で
使
う
ビ
デ
オ
映
像
と
し

て
、
だ
れ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
か
、
ど
こ
を
さ
つ
え
い
す
る
か
を
決
め
た 

住
民
は
、
富
士
山
が
現
在
も
活
動
中
の
火
山
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
り
、
有
珠

山
の
噴
火
で
訓
練
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、県
は
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
と
判
断
し
て
、
噴
火
に
備
え
た
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

住
民
の
間
に
あ
ま
り
危
機
感
が
な
か
っ
た
こ
と
や
観
光
客
に
不
安
を
あ
た
え
て

し
ま
う
と
い
う
地
元
の
住
民
感
情
か
ら
県
の
人
た
ち
も
防
災
訓
練
に
ふ
み
切
れ
な

か
っ
た
。 

 

取
材
で
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
正
確
さ
な
の
で
、
だ
れ
に
聞
い
た
話
で
も
、
他

の
人
や
資
料
で
確
か
め
る
。（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
・
・
取
材
） 

 

デ
ス
ク
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
三
人
で
、
な
ぜ
富
士
山
の
噴
火

に
備
え
た
訓
練
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
か
（
疑
問
一
）
、
な
ぜ
訓
練
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
（
疑
問
二
）
を
中
心
に
取
材
し
よ
う
と
決
め
た
。

デ
ス
ク
は
、 

 
 

初
め
て
の
こ
と
・
・
・
お
ど
ろ
き 

富
士
山
の
噴
火
に
備
え
た
訓
練
が
多
く
の
人
の
関
心
を
よ
ぶ
話
題
だ
と
考
え
て
、 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
中
で
特
集
と
し
て
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 
 
 

事
件
や
災
害
、
政
治
や
経
済
の
動
き
、
ス
ポ
ー
ツ
、
気
象
情
報 

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
が
い
ち
早
く
伝
え
ら
れ
、 

多
く
の
人
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
話
題
・
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
話
題 

特
集
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。 

構 

成 

の 

要 

素 

報
道
ス
タ
ッ
フ 

お
ど
ろ
き 

疑
問 

伝
え
た
い
こ
と 

願
い
を
こ
め
て 

の
で
す 

キ
ャ
ス
タ
ー 

結
び 

最
も
伝
え
た
か
っ
た 

放
送
用
原
稿 
耳
で

聞
い
て
分
か
り
や
す
い

ひ
と
目
で
分
か
る

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

デ
ス
ク 
編
集 

答
え 

さ
つ
え
い 

 
目
で
見
て
分
か
る 

工
夫 

取
材
結
果 

会
議 

ビ
デ
オ
映
像 

な
ぜ 

報
道 

訓
練

の
大
切
さ 

住
民
の
理

解 

の
で
す 

必
ず
し
も
～
で
な
い 

ふ
み
切
れ
な
い 

の
で
す 

取
材 

防
災
担
当
者

観
光
業
者 

正
確
さ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

疑
問 

会
議

取
材

報
道
ス
タ
ッ
フ 

デ
ス
ク 

お
ど
ろ
き 

関
心 

い
ち
早
く 

関
心 

話
題 

特
集 

防
災
訓
練 

過
程 

中
心
語
句
・
重
要
語
句
な
ど

 

報
道
ス
タ
ッ
フ
は
、
お
ど
ろ
き
や
疑
問
に
も
と
づ
い
て
取
材
を
進
め
る
う

ち
に
、
伝
え
た
い
こ
と
が
決
ま
り
ま
す
。
報
道
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
材
料
を
集
め
、
そ
の
中
か
ら
見
て
い
る
人
に
知
ら

せ
る
ね
う
ち
が
あ
る
と
思
う
こ
と
を
選
び
、
ま
た
、
知
っ
て
考
え
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。 

筆者のまとめ 

十六日前二日前 八日前当日

 
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
防
災
訓
練
が
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ま
で

の
過
程
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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